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HaloPlex HS / HaloPlex カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

 

HaloPlex HS / HaloPlex / HaloPlex 
アドバンスドオプションによるカスタムデザイン作成ガイド 

SureDesign version 3.5 (日本語版)  

2015/12/22 
予告無くソフトウェアのアップデートを行う場合があります。そのため、本資料とソフトウェア画面が
異なる場合があります。ご了承ください。 

 

最新資料ダウンロードサイト；http://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1002474 
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アドバンスドオプションを使用しない場合の資料「HaloPlex HS / HaloPlex / HaloPlex カスタムデザイン操作法」
も合わせてご参照下さい。 



HaloPlex HS / HaloPlex カスタムデザイン 
アドバンスドオプションでの作成 

この資料では、アドバンスドオプションを用いたHaloPlex HS / HaloPlex  
カスタムデザイン作成の手順をご紹介します。アドバンスドオプションでは、 
よりフレキシブルな条件設定が可能で、異なる条件で設計した複数の 
プローブグループを組み合わせて、一つのデザインを作成することができます。 
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プローブグループ1 
Exonのみを 
キャプチャする 
プローブ 

プローブグループ2 
Intronも含めた遺伝子領

域全体をキャプチャする
プローブ 

プローブグループ3 
HaloPlex HS / HaloPlex 
Cancer Researchパネル
から抽出したプローブ 

カスタムデザイン 
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HaloPlex HS / HaloPlex カスタムデザイン 
アドバンスドオプション 作業のフロー 

デザイン1 

カスタムデザイン作業のフローは以下二つから選択できます。 
本資料では【最初にデザイン作成をするフロー】の操作を説明します。 
 

プローブグループ1 

：まずプローブグループの入れ物であるデザインを作成し、その中でプローブの設計を行う、   
 よりシンプルなフロー 

：まず独立してプローブグループを作成し、後で上記「デザイン作成」の流れに沿って 
 デザインに含めるプローブグループを選択し、デザインを決定するフロー 

プローブグループ2 

プローブグループ3 

デザイン1 

プローブグループ1 

プローブグループ2 

デザイン2 

プローブグループ1 

プローブグループ3 

ファイナライズ 

ファイナライズ 

①デザイン名などを決定 ②デザインに含めるプローブの設計、
プローブグループの選択 

③最終決定 

①プローブを設計して 
 プローブグループとして保存 

②デザインを作成し、含める 
  プローブグループを選択 

③最終決定 
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HaloPlex HS / HaloPlex カスタムデザイン 
アドバンスドオプション コンテンツ追加メソッド 

アドバンスドオプションでは、2  つのコンテンツ追加メソッドを利用可能です。それぞれのメ
ソッドで作成したプローブグループを組み合わせ、1  つのデザインにすることもできます。 
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標準の手順では適用できない、FFPE オプション

の適用やプローブの特異性の基準の変更を行っ
てデザインを作成する 

メソッド1 
既存のデザインに含まれているプローブから、全
ての、もしくは条件に沿ったプローブを抽出して
新しいデザインを作成する 

メソッド2 

カスタム 
デザイン 

カタログデザイン 

HaloPlex HS / HaloPlex Cancer  
Research Panel 

例3) HaloPlex HS / HaloPlex Cancer Research 
Panelから必要な遺伝子だけを抜き出したい 

例1) 標準の手順では、カバーできない領域がある 

Target Region 

Amplicon 

Target Region 

Amplicon Missed 
Amplicon 

Target Region 

Amplicon 

Target Region 

Amplicon 
Amplicon 

Amplicon 

Advancedで 
変更！ 

※特異性を低くするとターゲット外のReadが増加します(後述) 

例2)FFPEサンプルから抽出したDNAでも、できる
だけ高いカバレッジを得たい 

条件入力！ 
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HaloPlex HS / HaloPlex カスタムデザイン 
HaloPlex HS について 
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• HaloPlex HS は、従来の HaloPlex  をベースに、DNA ライブラリに分子バーコードを 
      導入することでPCR の Duplication を効果的に排除し、従来の NGS で用いられてき    
      た手法と比較して、低頻度の変異を高い信頼性で検出することを目的とした製品です。         
      HaloPlex HS と従来の HaloPlex ではプローブの構造や実験プロトコル等が異なり、 
      互換性がありません。必ずカスタムデザイン作成前に、どちらを使用する予定か確認    
       してからデザイン作成を開始して下さい。 

 
• HaloPlex HS は、より最適な結果を得るために、SureDesignのAdvanced Optionを 
      用いて”FFPEサンプルに最適化”オプションを利用することをお勧めしています。     
      HaloPlex HS デザインを作成される場合、単一のプローブグループから成るデザインで 
      あっても、Advanced Optionを使用して下さい。 

 
• デザインのレポートに表示される”Recommended Minimum Sequencing per Sample” 
      とは、ターゲット領域の90%をx20以上で読むことを目標として計算されています。 
      Deep Sequencing を実施する場合など、目標のDepth がより高い場合、それに応じて  
      Sequencing 量も増やして下さい。    
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Step1  サインイン 
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SureDesign のサインインのコーナーで 
 ・登録アドレス 
 ・パスワード 
を入力し、【サインイン】ボタンを押してください。 
 
SureDesign のアカウントをお持ちでない方は、別途登録方法の資料をご参考ください。 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
サインイン 
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Step2 デザインの作成 
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1. 【アドバンスドオプションの表示】のチェックをクリックして下さい。 
2. デザイン作成 > HaloPlex を選択して下さい。 

3. ウィザードの選択では 
         【アドバンスド】を選択して 
         ください。 

 

3. デザインまたはプローブグ
ループの選択では【デザイン
作成】を選択してください。 
 
 

4.  【続行】ボタンを押して 
           ください。 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
デザインの作成 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
デザインの作成 

HaloPlex HS または HaloPlex を選択します 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
デザインの作成 

プラットフォーム選択 

リード長選択（イルミナ） 

【デザイン名】を入力します。 
 
【生物種】はH. sapiens のみです。 
 

【作成先フォルダ】は、これから作成する
デザインを入れるフォルダを選択します。 

【選択】をクリックして、新しくフォルダを作
成することもできます。 
 
【プラットフォーム】を選択します。 
 
イルミナの場合のみ、リード長を 
100 bp、150 bp、250 bpから選択します。 
Ion Torrent対応キットはリード長は 
200  bp で固定です。 
 

ここで選択するリード長は 
実際にシーケンシングする 
際のリード長です。 
 
使用予定の機種・試薬に 
あわせてリード長を選択 
します。デザインとシーケンス 
のリード長が異なると、期待 
されるカバー率が得られなく 
なりますのでご注意ください。 
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ここから、選択したコンテンツ追加メソッドによって、操作が異なります。 
本資料では以下の順番で操作を説明します。 

p. 11をご覧下さい。 

p. 20をご覧下さい。 

Step3 プローブ選択 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
プローブ選択 

既存のデザインに含まれているプローブから、全ての、もしくは条件に沿った 
プローブを抽出して新しいデザインを作成する 

メソッド2 

標準の手順では適用できない、FFPE オプションの適用やプローブの特異性の 
基準の変更を行ってデザインを作成する 

メソッド 1 
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1. コンテンツの追加では【遺伝子またはターゲット領域から新規プローブをデザインします】を選択してください。 
2. 【次へ】ボタンを押してください。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
プローブ選択： メソッド1 

標準の手順では適用できない、FFPE オプションの適用やプローブの特異性の 
の変更を行ってデザインを作成する 

メソッド 1 
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3. ターゲットとする遺伝子または領域を
指定します。コピー&ペーストで画面
に直接入力するか、ターゲットを 

         リストしたテキストファイルを 
         アップロードするかを選択できます。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

5. どの領域をターゲットとするのか
を選択します。 

画面に直接入力できる検索項目は 
500個以下です。500個を超える場合、 

ターゲットをリストしたテキストファイルを
アップロードする必要があります。アップ
ロードするファイルの形式は後述します。 

6. その領域の両側をどれだけ拡張して
キャプチャするかを選択します。 
 

7. 【次へ】をクリックします。 

4. 参照データベースを選択します。 

※各項目の詳細はアドバンスドオプションを使用しない場合の資料 
「HaloPlex HS / HaloPlex カスタムデザイン操作法」 をご覧下さい 

プローブ選択： メソッド1 

HaloPlex HS / HaloPlex カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

8. Not Foundになっているターゲットの

有無を【ターゲットサマリ】で確認し、
具体的にどのTarget IDがNot Found
であるかをDetailsの画面で確認して
ください。Not Foundになっている 

9. ターゲットについては、他の名前に
変更する必要があります。【戻る】で
元の画面に戻り、UCSCのBrowserで
サーチできるGeneSymbolもしくは
Accession IDにターゲット名を 

         変更して再度デザインしてください。 

9. 全てのターゲットが見つかったら、
【次へ】をクリックします。 

プローブ選択： メソッド1 

HaloPlex HS / HaloPlex カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
プローブ選択： メソッド1 

10. プローブグループ名を確認し、必要であれば編集します。 
11. 【選択パラメータ】の項目を必要に応じて変更します。各項目の詳細は次ページ以降をご覧下さい。 

HaloPlex HS / HaloPlex カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
プローブ選択： メソッド1 

補足1；厳密性 

“厳密性”は、デザインに含まれるプローブが、ゲノム中に何箇所までの 
「Off-target Match 」を持つことを許すかについて規定する、プローブのユニークさに関する
項目です。 

特異性の高さ 

高い 

低い 

デザインによる 
カバー率 

低い 

高い 

※注意 

ユニークでないプローブは、ターゲット以外のゲノム領域をキャプチャする可能性が高く、
ターゲット外の領域を読んだSequencing read が増えるため、厳密性を低くしたデザインでは
その分Sequencing 量を増やしてターゲットのカバレッジを保つことが必要となります。 

HaloPlex HS / HaloPlex カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
プローブ選択： メソッド1 

補足1；厳密性 

Target 

Target 

Target 

HaloPlex HS / HaloPlex カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 

SureDesignは最初にユニークなプローブだけを選択し、プローブでカバーできないターゲットには、
各アーム2箇所までであれば、ゲノムの複数個所にHit するプローブも選択します。2箇所のうち 
1箇所は、ターゲットではないゲノム領域にHitするため、Read の特異性が下がり、ターゲット外の
Read が増える可能性があります。 
偽遺伝子が存在してMaximize Specificityではプローブが選択できない場合に採用します。 
HaloPlex のスタンダードデザインでは、Balanced がデフォルトになっています。 

 

Balanced:   

最も厳しい基準です。各アームがゲノムの1箇所にしか Hit しないユニークなプローブのみ
を選択します。UTR、 Intron、その他の non-coding RNAをターゲットとしている場合、これを
選択することをお勧めします。2015年12月の時点では、HaloPlex HS のスタンダートデザイ
ンではMaximize Specificity がデフォルトになっています。 

 

Maximize Specificity: 

Maximize Coverage: 

最も緩い基準です。SureDesign は最初にユニークなプローブだけを選択し、プローブでカバーで
きないターゲットには、各アームが5箇所までであればゲノムの複数個所にHit するプローブ  も
選択します。 
偽遺伝子をキャプチャしたい場合や、Read の特異性が低くなっても ( = ターゲット外のread が
増えても) 構わない実験系の場合にしかお勧めしません。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
プローブ選択： メソッド1 

補足2；FFPEオプション 
“FFPEサンプルに最適化”にチェックを入れると、FFPEサンプル由来のDNAでもカバレッジを最大
限に得るために、次ページの二つの基準で、プローブを追加します。 

※注意 1 
FFPEオプションを適用すると、適用しない場合と比べて、同じターゲット領域でもプローブの
数が大幅に増えるため、価格帯が上がる場合があります。 

イルミナ対応キット 
Tier1; 1 - 499 Kbp  
   （プローブ数20,000未満）  
Tier2; 0.5 - 2.499Mbp  
   （プローブ数200,000未満） 
Tier3; 2.5 - 5 Mbp 
   （プローブ数200,000未満） 

Ion PGM対応キット 
・Tier 1; 1-249 kb 
   （プローブ数20,000未満） 
・Tier 2; 250 kb - 2.5 Mb 
   （プローブ数200,000未満） 

※注意 2 
HaloPlex HS のライブラリを作成する場合、キャプチャされるDNA分子の多様性を上げるため
に、“FFPEサンプルに最適化”にチェックを入れることをお勧めします。ただし、この適用に
よって価格帯が上がってしまう場合、適用せずに実験をすることも可能です。 

HaloPlex HS / HaloPlex カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
プローブ選択： メソッド1 

補足2；FFPEオプション 

Exon Exon 

Sense 
Strand 

AntiSense 
Strand 

DNA TARGET FRAGMENT 

標準のカスタムデザインでは、
100 bp以上の長いアンプリコ
ンで十分なカバレッジが 
得られる場合50-100 bp 
の短いアンプリコンを作る 

プローブはデザインに含み
ません。 

標準のカスタムデザイン FFPE オプションを適用したデザイン 

FFPEオプションを適用する

と、より長いアンプリコン
がある領域であっても、
50-100 bpの短いアンプリ

コンも含まれるようになり
ます。 

gDNAの両鎖をキャプチャするプローブを追加 

短いアンプリコンを作るプローブを追加 

標準のカスタムデザインでは、イルミナ対応のデザ
インの場合、ゲノムDNAのどちらかのStrand しか

キャプチャしませんが、よりカバレッジを上げるため、
またFFPE処理による片側StrandのArtifactを除くた
め、FFPEオプションでは同じ領域のゲノムDNAを両
鎖ともキャプチャするプローブが含まれます。 
Ion PGM 対応デザインの場合、FFPEオプションの

有無にかかわらず、両鎖をキャプチャするプローブ
が含まれます。 
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12. 【プローブ選択の開始】をクリックします。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
プローブ選択： メソッド1 

プローブデザインにはある程度の時間がか
かります。プローブデザインが完了すると、
SureDesign に登録されているメールアドレス

に、メールで完了のお知らせがきます。別の
メールアドレスにお知らせがほしい場合には
ここでメールアドレスを入力します。 

以降の作業は p.32 Step4 コンテンツの追加/確認 をご覧下さい。 

HaloPlex HS / HaloPlex カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
プローブ選択： メソッド2 

既存のデザインに含まれているプローブから、全ての、もしくは条件に沿った 
プローブを抽出して新しいデザインを作成する 

メソッド2 

このメソッドでは、アジレントがデザインした「デザイン済み疾患リサーチパネル」や、既に作成
済みのカスタムデザイン、また既存のプローブグループからそこに含まれる全てのプローブ、も
しくは条件に沿った一部のプローブを抽出して新しいプローブグループを作成し、単独で、もしく
は別のプローブグループとともに、新しいカスタムデザインに含めることが出来ます。 

※ご注意下さい1 
“元となるデザインやプローブグループ”に存在しないプローブは抽出すること

が出来ません。予め、元となる  デザインやプローブグループのコンテンツを
確認し、以降の操作を行ってください。 
 
※ご注意下さい2 
既存のデザインからプローブを選択、抽出する場合、 
必ずそのデザインのリード長を確認し、同じリード長を選択して下さい。 
リード長の異なるプローブグループを１つのデザインに混在させることは 
出来ません。 
Illumina  プラットフォームのみの対応です。 
 
※ご注意下さい3 
どの「既存のデザイン」からを選んだかの情報はDesign に自動的に残りませ
んので記録いただくか、あらかじめp7  の【詳細情報】【キーワード】の項目に入
力ください。 
 

HaloPlex HS / HaloPlex カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

1. コンテンツの追加では【既存のデザインまたはプローブグループからプローブを選択】を選択し、プルダウンか
ら適切なメニューを選択して下さい。 

プローブ選択： メソッド2 

すべてのプローブを選択:  
 あるカスタムデザインやプローブグループに含まれる、全てのプローブを利用したい場合に     
        選択します。 
特定の遺伝子または領域用のプローブを選択:  
 あるデザインに含まれるプローブから、条件に合うものを抽出したい場合に選択します。 
アンプリコン IDでプローブを選択:  
 あるデザインに含まれるプローブから、アンプリコンIDで特定のプローブを抽出したい場合に 
        選択します。  

2. 【次へ】ボタンを押してください。 

HaloPlex HS / HaloPlex カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

3. プローブソースの選択では、プローブを抽出する元となるデザイン、またはプローブグループを指定します。 

プローブ選択： メソッド2 

元となるものが、【デザイン】なのか、デザインに含まれない【プローブグループ】なのかを指定します。
デザイン済み疾患リサーチパネルは【デザイン】です。 

元となるデザインまたはプローブグループが存在する場所を指
定します。デザイン済み疾患リサーチパネルは【アジレントカタ
ログ】、カスタムデザインは【マイワークグループ】ワークスペー
スにあります。必要に応じて適切なフォルダを選択します。 

利用するデザインまたはプローブグ
ループが見つかったら、【選択】チェック
ボックスにチェックを入れ【次へ】をク
リックします。 

※ご注意下さい 

どの「既存のデザイン」からを選んだか
の情報はDesignに自動的に残りません
ので記録いただくか、あらかじめp7  の

【詳細情報】【キーワード】の項目に入力
ください。 
 

HaloPlex HS / HaloPlex カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

4. 【コンテンツ追加メソッドの選択】のステップで【すべてのプローブを選択】を選択した場合、前ページで選択した、
元となるデザインまたはプローブグループに含まれる全てのプローブが、作成しているカスタムデザインに追
加されます。 

 
   【特定の遺伝子または領域用のプローブを選択】を選択した場合、もとのデザインに含まれるターゲットの数に 
   より、異なる画面が表示されます。 
 
   デザイン済み疾患リサーチパネルのうち、ターゲット数が500以下のもの 
    → デザインに含まれる領域、遺伝子のリストが表示されるので、不要なものを削除して次に進みます。 
       22 ページをご参照ください。 
 
   デザイン済み疾患リサーチパネルのうち、ターゲット数が500を超える、X染色体パネル 
    → ターゲット数が500を超えるため下記のエラーメッセージが表示されるので、閉じます。 
       ターゲットを入力する画面になるので、遺伝子のリストを入力またはアップロードします。 
       23ページをご参照ください。 
 
 
 
 
 
 
 
   HaloPlex HS / HaloPlex Exome を選択した場合 
    →ターゲット入力画面になります。遺伝子のリストを入力またはアップロードします。 
      25ページをご参照ください。 
      

プローブ選択： メソッド2 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
プローブ選択： メソッド2 

【プローブソースの選択】画面で目的のデザインを選
択し、【次へ】をクリックします。 

次の【特定の遺伝子または領域用のプローブを選択】
画面では、予め、このデザインに含まれるターゲット
の情報がリストされています。 

アジレントがデザインしたデザイン済み疾患リサーチパネルからプローブを抽出する場合 
   （X染色体パネル以外の、ターゲット数500未満のデザインから抽出する場合） 

ここから除きたいターゲットがある場合、リストから削除して【次へ】をクリックします。 

※ご注意下さい 
どの「既存のデザイン」からを選んだかの情報はDesignに自動的
に残りませんので記録いただくか、あらかじめp7  の【詳細情報】
【キーワード】の項目に入力ください。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
プローブ選択： メソッド2 

X染色体パネルからプローブを抽出する場合 
   【プローブソースの選択】画面で目的のデザインを選

択し、【次へ】をクリックします。 

次の【特定の遺伝子または領域用のプローブを選択】
では、X染色体パネルのターゲットが500を超えるため
ターゲットは表示されません。 
選択したいターゲットを入力するか、500以上の場合
はアップロードします。 

※ご注意下さい 
どの「既存のデザイン」からを選んだかの情報はDesignに自動的
に残りませんので記録いただくか、あらかじめp7  の【詳細情報】
【キーワード】の項目に入力ください。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
プローブ選択： メソッド2 

【ターゲットサマリ】画面でサーチし
たターゲットが見つかっていることを
確認します。 
 
ターゲットサーチ結果はSureDesign 
のゲノムデータベースでのサーチ 
結果を示しています。 

選択したデザインもしくはプローブ
グループ内でターゲットが見つかっ
た、という意味ではありません。 
 
X染色体パネルからプローブ選択す

る場合にほかの染色体の遺伝子
（左の例ではC3）を入力してもプ
ローブは選択されません。 

X染色体パネルからプローブを抽出する場合 
   

必ずデザインをダウンロードして、Report.txt ファイルから
各ターゲットのカバレッジを確認してください。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
プローブ選択： メソッド2 

【プローブソースの選択】画面でHaloPlex HS / 
HaloPlex  Exomeを 選択し、【次へ】をクリックします。 

次の【特定の遺伝子または領域用のプローブを選択】
画面では、ターゲットとする遺伝子名を入力します。 
500以上の場合はターゲットをリストにしたテキスト
ファイルをアップロードします。 

HaloPlex HS / HaloPlex Exome からプローブを抽出する場合 

                                     【次へ】をクリックします。 

※ご注意下さい 
どの「既存のデザイン」からを選んだかの情報はDesignに自動的
に残りませんので記録いただくか、あらかじめp7  の【詳細情報】
【キーワード】の項目に入力ください。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
プローブ選択： メソッド2 

プローブグループ名を確認、必要に応じて編集し見つかったターゲットの情報を確認します。 

HaloPlex HS / HaloPlex Exome からプローブを抽出する場合 

【ターゲットサマリ】画面でサーチ
したターゲットが見つかっている
ことを確認します。 
 

この段階ではターゲット名をデー
タベースで検索していますが、 
ここでターゲットが見つかっても
元のデザインにプローブが含ま
れない場合はプローブは選択さ
れません。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

【コンテンツ追加メソッドの選択】のステップで【アンプリコン IDでプローブを選択】を選択した場合、以下の画面が表
示されます。 

プローブ選択： メソッド2 

元となる既存デザインまたはプローブグループの、 
[design ID]_Amplicons.bedファイルをダウンロードし、 
アンプリコンIDを取得します。必要なアンプリコンIDを抜き
出し、画面にコピー＆ペーストするか、アンプリコンIDが
500個を超える場合はテキストファイルとしてアップロードし
ます。 

[design ID]_Amplicons.bedファイルの例 

アンプリコンID：”AM_”で始まるユニークなID 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
プローブ選択： メソッド2 

アンプリコンIDをアップロードする場合、1行につき
アンプリコンID1つを記載したタブ区切りテキスト
ファイルを作成します。ヘッダは不要です。 

アンプリコンIDをアップロードする際の
テキストファイル例 

【アップロード】をクリックすると、ターゲットファ
イルを指定するウィンドウが出てくるので、  
【参照】をクリックして作成したテキストファイル
を指定し、【アップロード】をクリックします。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
プローブ選択： メソッド2 

入力が終わったら【次へ】をクリックします。次のページで、プローブグループ名を確認、必要に応じ
て編集し、入力されたアンプリコンIDの情報を確認します。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
コンテンツの追加/確認 

Step4 コンテンツの追加/確認 
1. プローブ選択開始のメッセージに【OK】をクリックした後、【コンテンツの追加/確認】画面が表示されます。 
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5. 【プローブ選択の開始】をクリックします。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
プローブ選択： メソッド2 

プローブデザインにはある程度の時間がか
かります。プローブデザインが完了すると、
SureDesign に登録されているメールアドレス

に、メールで完了のお知らせがきます。別の
メールアドレスにお知らせがほしい場合には
ここでメールアドレスを入力します。 

以降の作業は p. 33 Step4 コンテンツの追加/確認 をご覧下さい。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

2. さらにプローブグループの追加をしたい場合は、適切なコンテンツ追加メソッドを選択し、Step3に戻り、プローブ
選択を必要な回数繰り返します。 

コンテンツの追加/確認 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

この画面でデザインの基本情報を確認します。 
HaloPlex HS / HaloPlex デザイン 
 名前： デザイン名 
 生物種： HaloPlex HS / HaloPlex の場合ヒトのみ 
ターゲット領域 
 領域数： ターゲットとして入力された領域の総数 
 サイズ： ターゲット領域のトータルサイズ 
プローブ 
  アンプリコン数:  アンプリコンの総数 
 （アンプリコン数が閾値を超えると、 
  価格帯が変わるので注意ください） 
 サイズ ： シーケンスされる領域のトータルサイズ 
 価格の階層: 作成されたカスタムデザインの価格帯 

4. 設定が終了したら、画面左端
に表示されるデザイン結果の
サマリを確認します。 

コンテンツの追加/確認 

HaloPlex HS / HaloPlex カスタム アドバンスドオプションでのデザイン作成 



36 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

5. 【ダウンロード】ボタンをクリックすると、プローブグループごとの情報を含んだファイルがダウンロードできます。 

コンテンツの追加/確認 

Report.txt で各ターゲットのカバレッジを 
確認します。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

Step4 各ターゲットカバレッジの確認（Report.txtファイル） 

ここで示される ” 0 Target IDs were not found”は、SureDesign ゲノムデータベースの 
サーチ結果です。  

TargetID Interval Regions Size Databases Coverage HighCoverageLowCoverage

A1BG chr19:58858378-588648138 1860 Gencode, RefSeq 0 0 8

A1CF chr10:52566479-5261971012 2159 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 12

A2ML1 chr12:8975238-902761736 5109 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 36

A3GALT2 chr1:33772357-337867095 1123 RefSeq 0 0 5

A4GALT chr22:43088611-430899671 1357 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 1

A4GNT chr3:137843096-1378501082 1063 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 2

AACS chr12:125550121-12562678518 2379 Gencode, RefSeq 0 0 18

AADAC chr3:151531941-1515459705 1312 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 5

AADACL2 chr3:151451814-1514753925 1306 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 5

AADACL3 chr1:12776334-127859734 1137 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 4

AADACL4 chr1:12704556-127267564 1304 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 4

AADAT chr4:170982069-17101085114 1610 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 14

AAED1 chr9:99404031-994175736 801 RefSeq 0 0 6

AAK1 chr2:69688789-6987018222 3490 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 22

AAMDC chr11:77553533-775833713 429 RefSeq 0 0 3

AAMP chr2:219129246-21913481911 1598 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 11

AANAT chr17:74462245-744660624 839 Gencode, RefSeq 0 0 4

AAR2 chr20:34827781-348436773 1215 RefSeq 0 0 3

AARD chr8:117950473-1179549502 508 RefSeq 0 0 2

AARSD1 chr17:41102600-4113220920 2448 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 20

AASDH chr4:57204558-5725047514 3615 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 14

AASDHPPT chr11:105948428-1059676446 1050 Gencode, RefSeq 0 0 6

AATF chr17:35306416-3541397412 1923 Gencode, RefSeq 0 0 12

AATK chr17:79092192-7913980215 4472 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 15

ABCA10 chr17:67144958-6722150940 5640 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 40

ABCA11P chr4:429595-4677826 3167 Gencode 0 0 6

ABCA13 chr7:48211071-4868511863 16531 Gencode, RefSeq, VEGA0 0 63

実際の各ターゲットのカバレッジは 
Report.txt 中のCoverage の項目で 
確認ください。0もしくは低いカバレッジの 
ターゲットは再デザインが必要です。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
コンテンツの追加/確認 

各ファイルの内容は下記のとおりです。 

<Design ID>_Amplicon.bed <Design ID>_Covered.bed 

デザインに含まれる
Ampliconの位置情報を記載
したbed ファイルa 

デザインでカバーされる 

領域の位置情報を記載
したbedフaaaァイル 

<Design ID>_Regions.bed 

最初にInputしたターゲット 

領域の位置情報を記載した
bedファイルaaaaaaaaa 

<Design ID>_AllTracks.bed 

Amplicon, Covered, Regionsの 
3トラックの情報を含
aaaaaaaaaaaむ 
bed ファイル 

<Design ID>_Report.txt 

デザインのサマリaーを記
載したテキストファイル 

<Design ID>_targets.txt 

最初にInputしたターゲット
の内容 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
コンテンツの追加/確認 

Target Regions ターゲット領域の位置情報、 [Design ID]_Regions.bed に記載 
Amplicons   実際に増幅されるアンプリコンの位置情報 [Design ID]_Regions.bed に記載 
Sequenceable Regions  Ampliconの位置情報とリード長から計算された、実際にシーケンスされる領域 
  この領域の合計が、Report.pdfファイルの"Total Sequenceable Design Size" となります。 
Covered Resions Sequenceable Regionの両端を5 bpずつ削った領域。両端 5 bpは制限酵素認識サイトで 
  あるため、バイアスがかかる可能性があり、解析可能領域からは除外しています。 
  [Design ID]_Covered.bedに記載 
Missed Regions 解析できない領域  [Design ID]_AllTracks.bedの中のトラックとして記載 
Analyzable Regions Target RegionのうちCoveredに入っている領域。 
  この領域の合計が、Report.pdfファイルの"Total Target Bases Analyzableとなります。 
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6. 【UCSC View】をクリックすると、UCSCのゲノムブラウザに、デザインの内容が表示されたウェブページが 
         開きます。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
コンテンツの追加/確認 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

7. デザインもしくはプローブグ
ループに修正が必要な場合、
【削除】【変更】をクリックしてプ
ローブグループの削除・変更を
行うことが出来ます。 

【削除】をクリックすると下記確認画面が現れ、【は
い】をクリックすると、このデザインからプローブグ
ループが削除されます。プローブグループ自体が
SureDesignから削除される訳ではないため、再度後
ほど選択し直すことも可能です。 

【変更】をクリックすると下記確認画面が現れ、【OK】をクリックす

ると、再度プローブグループ作成の画面に戻ります。このプロー
ブグループが他のデザインに既に使われていれば、変更後に
新規プローブグループを作成、他のデザインで使われていなけ
れば、プローブグループの内容は変更内容で上書きとなります。 

コンテンツの追加/確認 
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8. これ以降のステップを行うと、デザ
インの変更・削除ができません。変
更する可能性がある場合、一旦
【デザインウィザードを閉じる】で画
面を閉じてください。 
 
 

 
 
 
 

9. 再開するには、ホームタブの 
        【デザイン作成：進行中】内にある       
         【Continue】ボタンをクリック 
         してください。 
 

b 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
コンテンツの追加/確認 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
ファイナライズ 

1. デザイン内容が確定した後、【コンテンツ追加
メソッドの選択】欄で【このデザインをファイナ
ライズします】を選択し、【次へ】ボタンを押して
ください。 
 

 *これ以降の操作を実行すると、デザインのステー
タスがDraftからCompleteに変わり、デザイン内容
の変更や削除はできなくなります。 

 
*ファイナライズすると、このデザイン情報はアジレ
ントの製造部に送られますが、実際にオーダー 
するまでは製造は開始されません。 

2.  【デザインのファイナライズ】ボタンを  
クリックしてください。 
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4. SureDesignにて、ファイナライズした
デザインを確認します。 

見積もり取得に進むには【オーダー】 
 ボタンを押してStep6に進んでください。 
 

【お気に入りに設定する】ボタンを押すと、
ホームタブの【デザイン作成：最近作成し
たもの・お気に入り】欄に表示されます。  
 
デザイン詳細を【UCSCビュー】や【ダウン

ロード】ボタンから確認できます。ダウン
ロードについては次ページの方法で内容
を確認してください。 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
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3. デザインがファイナライズされたことを 
        お知らせするE-mailが、登録されている 
        メールアドレス宛に発送されます。この    
        メールには以下の情報が記載されています。 

・Application名 
・デザイン名 
・Design ID 
・生物種 
・Finalizeした日 

ファイナライズ 
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5. 【ダウンロード】ボタンをクリックします。 
6. 表示されたDownload画面下方の【ダウンロード】ボタンをクリックします。 

7. ファイルのダウンロード設定をたずねるボックスが 
         表示されます。保存を選択し、ファイルの保存先を設定します。 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
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8. 指定したフォルダに、<Design ID>.zip の形式でファイルが保存されます。ダブルクリックで 
         解凍してください。 

ファイナライズ 
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各ファイルの内容は下記です。 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
ファイナライズ 

<Design ID>_Report.txt 

Designのサマリーを記載
したテキストファイルz 

<Design ID>_Report.pdf 

Designのサマリーを記載
したPDFファイル 

メールで到着するものと
同じ内容 

<Design ID>_targets.txt 

最初にInputしたターゲット
の内容 
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<Design ID>_Amplicon.bed <Design ID>_Covered.bed 

Designに含まれる
Ampliconの位置情報を 
記載したbed ファイル 

Designでカバーされる 

領域の位置情報を記載
したbedファイル 

<Design ID>_Regions.bed 

最初にInputしたターゲット 

領域の位置情報を記載した
bedファイル 

<Design ID>_AllTracks.bed 

Amplicon, Covered, Regionsの 
3トラックの情報を含む 
bed ファイル 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
ファイナライズ 
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これ以降の操作につきましては 
購入方法の資料もご参考ください。 
 
SureDesign日本語資料サイト内「購入方法」 
http://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1002474  
 

Step6 オーダー（見積もり依頼） 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  
オーダー 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

1)見積もり画面に進むには、3つの方法があります。下記方法A,B,C いずれかで見積もり画面に入り
ます。 

方法A；前項の続き画面から手配する方法場
合、【オーダー】ボタンをクリックします。 

方法B；Homeタブの【デザイン作成：

最近作成したもの・お気に入り】の中
から該当するデザインのOrderボタン
をクリックします。 

方法C；デザイン検索タブの 
【マイデザイン】タブ（もしくは 

【コラボレーション】タブ）の中の該当
するデザインの【アクション】欄に 
あるOrderボタンをクリックします。 

オーダー 
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2) 見積もり内容を設定します。 
 

Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

 
数量; 注文するデザインのキットの個数を設定 
(例えば96 反応の試薬を2セット頼む場合、ここは2を 
入力します） 
 
シーケンスプラットフォーム; デザイン開始時に選択した 

プラットフォームが記載されています。 

この段階での変更はできません。 

 
Sample Size; キットの１キットあたりのサンプル数を選択: 
 
Sample size の 48とは、１種類のライブラリを 
48反応分の解析に使用することを意味します。 

2) 見積もり内容を設定します。 
 

オーダー 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

3) 【見積りの依頼】ボタンをクリックしてください。 
 
*【カートに追加】ボタンは日本ではご利用いただけません。 
 
 

4) 【見積りの依頼が完了しました】の 

ボックスが表示されますので【閉じる】ボ
タンで閉じてください。 

× 

オーダー 
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Step1 Step2  Step3  Step4  Step5 Step6  

差出人；Agilent SureDesign 
[suredesign_noreply@agilent.com] 
 
タイトル； SureDesign: HaloPlex HS / 
HaloPlex / HaloPlex HS キットの 
お見積依頼を受信しました 
 
 

内容；デザイン情報および見積もり依頼で
設定いただいた内容 

5) 見積もり請求が送信された旨、メールが到着します。 

6) アジレント社担当営業もしくは取り扱い販売店から 
見積もり金額の提示 → 発注へ 
＊発注の際の注意事項は別紙ご参考ください。 標準納期は発注後

約6~8週間です。 

オーダー 
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お問い合わせ先 
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• SureDesignに関するサポートお問い合わせ窓口 

  

 TEL:       0120-477-111 

   E-mail : email_japan@agilent.com 

 

 SureDesign に関する質問と明示ください。 

 価格、納期等のご質問は、担当営業にご連絡ください。 
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